
児童の留年・退学理由（モノ県コメ市ウエデメペダ区、アコデア区） 

 

 

 

これらの補足説明、さらに下位原因として存在する大きな問題が、アエメ湖での漁業に頼る生活による生活困窮があ

る。 

そして、その漁業では稼ぎにならないと考え、隣国のナイジェリア（ロゴスまで 190km 程度）、カメルーン、ガボン

に出稼ぎに両親とも向かってしまい祖父母に預けられる、または、孤児のように生活する児童がいる。祖父母の漁業

の手伝い、または、自身でその日食べるものを調達しなければいけないこともあり、必然的に登校できる頻度は減

る。さらに、祖父母に預けられた児童の場合、特に、家庭での学習に対してはより関心をもたれないようである。 

 

退学理由に関しては、上記で記載した事由による度重なる留年、そして、親の離村による転校にともなう退学児童が

一定数いる。また、女児児童が、ナイジェリアに性的対象として人身売買される場合もあるようである。 
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